
高温高湿試験における露点測定 

●耐久性試験における高温高湿環境の測定 

電子部品の信頼性評価として高温高湿環境での耐久性試験が行われています。温度 85℃、相対

湿度 85～90%rh といった環境に試験槽内を制御し、部品の評価を行います。この時の露点温度は

80℃DP 付近となり、槽内環境の管理のために高露点域に対応した計測器が必要になります。 

 

●高露点測定の難しさ 

高露点環境を静電容量式露点計で測定すると、センサ素子が過酷な環境に耐えきれず、結果とし

て測定値のばらつきや、故障が発生します。またセンサ内部の温度が露点温度よりも低くなると内

部結露が発生し故障の原因となります。 

 

●鏡面冷却式露点計での測定 

鏡面冷却式とは鏡面上の結露を直接センシングし露点を測定する方式です。

原理上、センサの経年劣化が無く、また露点を最も正確に測定する方法でも

あります。鏡面冷却式露点計 DewStarS-3 シリーズでは最大 95℃DP まで測定

可能です。また結露対策としてセンサ内部を温調する機能があります。 

 

●高露点測定システム HDMS-02 

高露点測定システム HDMS-02 は、DewStar S-3 シリーズを組み込んだ計測システムで、 安定し

たサンプリングシステムや配管の結露対策など、高露点測定に必要な機能をすべてワンパッケージ

化し、簡単に高精度な高露点測定を行うことができます。 

 

●製品仕様 

・HDMS-02 

露点測定範囲: 0～95℃DP ガス温度範囲: 0～120℃ 

ガス温度範囲: 0～120℃ 許容圧力:   0～0.3MPaG 

システム精度: ±0.2℃DP サンプル流量: 0.2～2.0L/min 

 

●主な納入先 

・自動車関連機器メーカー 

・航空関連機器メーカー 
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